
　これからフランス語を学ぼうとする阪大生の皆さんにとっての情報量や使い易さという観点
から、新入生の皆さんには以下の三つの仏和辞書を推薦します。

　　
　　
　　
（また、仏文学、フランス史、美術史などで、将来本格的にフランス語が必要になる人たちは、早
いうちからもう一段階上の『』（旺文社）にも慣れておくと良いでしょう。）

　個人的にはプチ・ロワイヤル仏和辞典がおすすめです。最近は電子辞書を持っている人が多く
なりましたが、学習段階では絶対に紙の辞書を使うべきです。電子辞書では単語の全体像はつか
めません。単語を引いたときには、単に一つの意味を見つけるだけでなく、同時に他の意味や情
報を見たりすることで、その単語のイメージを作っていくことが大事です。辞書を作る側の立場
から言うと、限られたスペースに必要な情報を有機的に「詰め込んで」いるのですが、電子辞書
ではモニターで見えるのは限られた情報ですし、また例文や成句が下位フォールダになっていて
いちいち開かなければいけません。これでは有機的なつながりが断ち切られてしまって、情報効
率が半減してしまいます。また、時には辞書を読むということもその言葉に親しむ有効な手段で
す。学習辞書には、囲み記事や注などいろんな形で初学者にとって役に立つ情報が盛り込まれて
います。

　力のつく人は紙の辞書を使っている人です。電子辞書は力のついた人が使う道具です。まず
は紙の辞書を一冊買って、さらに財布が許すなら電子辞書を買うのもいいでしょう。でも電子辞
書は、初中級のレベルでは携帯して確認するための補助的な道具だと考えてください。
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